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あいづちとして用いられる「あ」の機能

古川智樹

キーワード　あ・あいづち・談話標識・機能・change-of-state token

１．はじめに

会話例１：被験者として参加したきっかけについての話（NS-A／NS-F）

　　１　　NS-A： これ（．）どうやって：この：あれに：

　　２　　NS-F： え：っとあたしの友達が：Hさん：の：なんか（．）英語の授

業で一緒になったらしくって：

　→３　　NS-A： あ：あ：あ：

　　４　　NS-F： それ：のつてで．

　→５　　NS-A： あ：なるほどね

　会話例１は会話データの被験者になった経緯をNS-Aが質問し、NS-Fが返答

している場面である。NS-Fが「英語の授業で一緒になったらしくって：」と発

話したところで、NS-Aは「あ：あ：あ：」とあいづちを打ち、NS-Fの「それ：

のつてで」と発話したところで「あ：なるほどね」と再度あいづちを打ってい

る。３で用いられているあいづちの「あ：あ：あ：」は、その時点でNS-Fの後

の発話を予測し、NS-Fが会話に参加することになった経緯をすでに理解したこ

とを表す機能を果たしていると思われる。３の位置で使われている「あ：あ：

あ：」を「うん／はい／ええ」に置き換えると、まだ３の時点ではNS-Fの参加

の経緯を理解しているとは解釈できず、ただ「聞いているという信号（堀口

１９８８）／続けてというシグナル（メイナード１９９３）」という表示になり、また、

「ふーん／へー」に置き換えると、「NS-Fの友達が英語の授業で一緒になった」

ことに対して興味・関心を示している、あるいは単に聞いているだけとも解釈

できるが、NS-Fの参加の経緯を理解したという解釈は難しい。そして、「そう

ですね」に置き換えると、不自然な会話になり、やはり３の位置で経緯を理解

したと表示するためには「あ」でなければならない。このように、「あ」は「う

ん／はい／ええ」や「ふーん／へー」、「そうですね」などとは異なる、独自の
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機能を持っていると思われる。そして、３のように単独で発話される場合もあ

れば、５の「あ：なるほどね」のように「あ」の後続に他の形式がつく場合も

あり、「あ」は様々な位置、形式で会話の中に現れることがわかる。

　では、話し手の発話を受けて聞き手が発する「あ」はどのような機能を持つ

のであろうか。この「あ」に関して、あいづち研究の中では、主に「理解して

いる信号（堀口１９９７）」として取り上げられているが、「理解」という機能の中

に「あ」があるという位置づけで、「あ」という形式が会話の中でどのような機

能を持つのかについて明らかにした研究は管見の限り見られない。また、感動

詞・間投詞などの談話標識の観点から分析を試みた研究もあるが、作例による

独り言、応答の「あ」の分析であり、文脈や会話参加者の相互行為の要素が欠

けているものが多い。（以上の先行研究に関しては次節で述べる）

　そこで本稿では、実際の会話資料を用い、あいづちとして使われる「あ」に

焦点を当て、分析を行った。具体的には、話し手の発話途中、あるいは発話終

了後に、聞き手が話し手の発話を受けて発するあいづちの「あ」に焦点を当て、

会話の中でどのような機能を持つのかを明らかにする。

２．「あ」の機能に関する先行研究

２．１．　あいづちの観点から分析された先行研究
　あいづちの機能に焦点を当てた先行研究としては、松田（１９８８）、ザトラウス

キー（１９９３）、今石（１９９３）、藤原（１９９３）が挙げられる。松田（１９８８）では堀

口（１９８８）の「理解している信号」を細分化し、「話し手が伝えた情報の了解を

伝える」ものとして、「ア、ソウデスカ」、「当初理解できなかったり、思い出さ

なかったことを、理解したり思い出したこと（知識の共有）を伝える」ものと

して、「アア／ア、アア／ア、ソウカソウカ」を例に挙げている。ザトラウス

キー（１９９３）では「承認の注目表示」の機能の中で「ああ、そうなんだ」、「興

味・確認の注目表示」として「あっ、ほんと？」、「確認・終了の注目表示」と

して「あ、そっか、そっか」を例として挙げている。また、今石（１９９３）では

「聞き手が話し手の情報伝達の意図を確定したことを伝える」ものとして「あー

そうですか」を挙げ、藤原（１９９３）では「そう系」のあいづち表現を考察する

中で「あ／あっ」を「気づき／驚き」の表示として取り上げている。

２．２．　感動詞・間投詞／談話標識の観点から分析された先行研究
　感動詞・応答詞／談話標識としての「あ」を取り上げたものとしては、森山
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（１９８９）、田窪・金水（１９９７）、須藤（２００１）、冨樫（２００１，２００５）、西阪（１９９７，

　２００１）がある。森山（１９８９）では、聞き手の様々な応答を新情報に対しての

ものであるか、既知情報に対してのものであるかに分け、長音を伴う「あー」

は、新情報の場合「聞き取り表示／ア系共通理解事項導入１／驚き表示」という

３つの機能を持ち、既知情報の場合「うん／はい／ええ」などと同じ「聞き取

り表示」に入るとし、「あ」は新情報の場合のみで「驚き表示」になるとしてい

る。田窪・金水（１９９７）では感動詞・応答詞を心的な情報処理の過程が表出し

たものと捉え、「ああ（下降イントネーション）」は「相手の発話を入力した承

認（acknowledgement）の標識」としており、「あ／あっ」は「自分で発見した

情報を新規に登録する際の標識（田窪・金水　１９９７：２６８）」と位置付け、「発

見・思い出し」の機能になるとしている。同じように情報の獲得を示す談話標

識２を心内の情報処理操作の表出と捉えて分析した冨樫（２００１）では、「えっ／

おっ」との比較を通して、「あっ」を「バッファ３にない新規情報を獲得したこ

とを示す」ものとしており、冨樫（２００５）では「驚き」を伝える際に用いられ

る「あっ」と「わっ」を比較し、「あっ」を「変化点の認識を示す」ものと結論

付けている。また、西阪（１９９７，２００１）ではHeritage（１９８４）の議論を受けて、

change-of-state token４としての「あ」は「いまわかった」ということを示し、そ

れはつまり「それまではわからなかった」ということも同時に示すと主張して

いる。最後に、須藤（２００１）では、話し手発話終了後に現れる「あ」の音声的

特徴が何を意味するのか考察し、社会的関係が「疎」の場合、比較的長さが短

く、無音部分を伴う「あっ」が多く現れ、社会的関係が「親」の場合、「あー

（ピッチ下降無）」や「ああ（ピッチ下降あり）」の比較的長いもの、そして「あっ」

の短いもの両方が現れるとし、結果、「疎」の場合と比べると、「親」の方が「あー

／あっ」の両方が使えるため、制約が少ないと報告している。

２．３．　先行研究のまとめと問題点
　上記の「あ」に関する先行研究をまとめると、まず、あいづちの観点から分

析された先行研究では、「あ」の機能として、話し手の発話を受けて理解したこ

とを表す「理解／承認の表示」、話し手の発話内容に対する「興味／確認／気づ

き／驚き」が挙げられている。しかし、分析はあいづちにはどのような機能が

あるかという観点からされているため、あいづちとして使用される「あ」の形

式に焦点を当て、詳しく考察している研究はほとんど見られず、「あ」を取り上

げていても多くは「あ」にその他の形式が付随したものを例として挙げ、「あ＋

他の形式」で１つの機能としているため、「あ」の特徴を明らかにしているとは

言えない。一方、感動詞・応答詞／談話標識の観点から分析された先行研究を
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まとめると、「あ」の機能として「新規情報の獲得」、「発見・思い出し」、「驚

き」、「変化点の認識」が挙げられ、その他の特徴として、話し手の発話の情報

の性質（聞き手にとって新情報であるか既知情報であるか）、社会的関係によっ

て「あ」の示す機能や使われ方が変わるとまとめることができる。しかし、森

山（１９８９）、田窪・金水（１９９７）、冨樫（２００１，２００５）の分析は、作例による独

り言の１文や対話であっても話し手の発話と聞き手の応答のみであるため、

「あ」が実際の会話の場面で上記で挙げた機能を持ちうるのか、その検証はさ

れていない。

　以上の「あ」に関する先行研究の問題点をまとめると以下の２点が挙げられ

る。

�「あ」が、単独で現れる場合だけでなく、他の形式と同時に現れる場合も一

緒に分析されているため、数多くの機能が認定されており、「あ」の形式が持

つ独自の機能が何であるか曖昧である。

�作例による分析のため、認定している「あ」の機能が実際の会話で現れるの

か、その検証が行われていない。

３．調査概要

３．１．　被験者
　本稿における分析対象は日本語母語話者（以下NS）の１対１の対面自由会話

１０組で、各組３０分程度、撮影・録音したものを分析した。被験者は初対面であ

り、２０代前半、大学（院）生とした。年齢、身分をあわせた理由としては、黒

崎（１９８７）で年齢（世代）によって、あいづちに差があると報告されており、

また須藤（２００１）では社会的関係によって「あー」と「あっ」の使用の違いが

あるという報告がされているため、それらの違いによるあいづち使用の差異を

避けるためである。

３．２．　あいづちの定義と分析の範囲
　あいづちの定義については、堀口（１９９７）、松田（１９８８）、ザトラウスキー

（１９９３）、メイナード（１９９３）を参考に、「聞き手が話し手の話を継続させるた

めに、話し手の発話権を取ろうとしないで発する新しい情報提供を伴わない短

い表現で、話し手に聞き手の発話に対する応答を求めないもの」とし、認定作

業を行った。なお、あいづちには、聞き手が発話権を取得する際に発するあい

づち的な発話も広義のあいづちとして認定している先行研究５もあるが、本稿
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では対象外とした。

４．　「あ」の機能
　あいづちとして用いられる「あ」はどのような機能を持つのであろうか。本

稿では「あ」の機能として、「新情報の獲得」と「同調」の２つを提示したい。

・「あ」の機能　�新情報の獲得�
会話例２：カナダに旅行したときにできた友人についての話（NS-B／NS-F）

　　１　　NS-F： あたし（．）この前（．）カナダに春休みに遊びに行ったん

ですけど

 ［：その　］ときに：ブラジル（．）と：メキシコとか［の子と

　　２　　NS-B： ［うんうん　　　　　　　　　　　　　　　　　［ふ：ん　　］

　　３　　NS-F： 友達になって：あたしたちは：普通に：英語を第２言語で

やってるじゃない［ですか：　

　　４　　NS-B： 　　　　　　　　［あっはいはい．

　　５　　NS-F： だけど：その：ブラジルとかっていうのは：

 ［ブラジル］：は結構

　　６　　NS-B： ［う：ん．　］

　　７　　NS-F： 移民の国で

 ［イタリアから］来てる人が多くって［知ってますか？

　→８　　NS-B： ［う：：ん．　　］　　　　　　　　　　［あ：：

　　９　　NS-F： それとかって．＝

　　１０　　NS-B： 　　　　　　　＝あ：全然（．）それは知らなかったです．

会話例３：大学での専攻についての話（NS-A／NS-D）

　　１　　NS-D： 大学：とか院とかでは何を勉強されてるんですか？

　　２　　NS-A： 僕？僕はね（．）英語教育

 ［：］を勉強して（．）英語教育の中でもも（．）

　→３　　NS-D： ［あ］

　　４　　NS-A： もともと：言語学：を勉強してて［：

　　５　　NS-D： 　　　　　　　　　　　　　　　［はい

　　６　　NS-A： で（．）ちょっとすごい（．）先生がいて：その人についていこ

うって感じで：そのまま：院に入っても言語学を勉強して

る［（．）感じで（．）

　　７　　NS-D： 　［へ：：： 
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会話例２はNS-Fがカナダに旅行に行ったときに知り合った友人について話し

ている場面であるが、５、７でNS-Fが「ブラジル：は結構移民の国でイタリア

から来てる人が多くって」と発話したところで、NS-Bは「あ：：」とあいづち

を打っている。その後にNS-Fの「知っていますか？」という質問に対して、NS-

Bが「知らなかった」と言っていることからも、この場面で使われている「あ：」

は「ブラジルは移民の国でイタリアから来てる人が多い」というNS-Fの発話内

容がNS-Bにとって新情報であり、納得や同意などではなく、話し手の発話内容

を理解し、新情報を獲得したという表示であると考えられる。同様に、会話例

３でも１で「何を勉強されてるんですか？」と質問していることからも、NS-A

の専門についてNS-Dはまったく知らなかったことがわかる。そのため、NS-A

の「英語教育」という発話後のNS-Dの「あ」は新情報の獲得の表示であると解

釈できる。

　このように「あ」には元々の情報がない状態での新情報の獲得の機能がある

ことがわかる。

・「あ」の機能　�同調�
会話例４：ジャージでコンビニに行くことについての話（NS-A／NS-F）

　　１　　NS-A： なんつ：の（．）そこまでもう（．）あんまり（．）気：使わんく

なったでしょ［：あの：－

　　２　　NS-F： 　　　　　　［あもう全然使わないですよ．

　　３　　NS-A： う：ん（．）ね（．）あれちょっとなんつ：のうちらがこう：年

を取ったって感じなのかな？

　　４　　NS-F： う：ん（．）［そうね．

　　５　　NS-A： 　　　　［コンビニ行くときとかね（．）だって僕大学１年

のときとかやっぱ恥ずかしかったもんジャージで行くと

か．

　→６　　NS-F： あ：

　　７　　NS-A： 僕がジャージで［（　　　　）］

　　８　　NS-F： 　　　　　　　［それはある］かも（．）大学生は行っちゃい

けないとかちょっと思った．

　　９　　NS-A： hhh

　　１０　　JNS-F 普通に行きますねジャージで．

　　１１　　JNS-A 授業とかもジャージで出る？
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会話例５：転校先での友達についての話（NS-A／NS-E）

　　１　　NS-E： でもたまに：やっぱ気に入らない（．）と思ってる子とかい

るじゃないですか：　

　　２　　NS-A： あほんと：［＞それでも］どこ［でもいる．＜］

　　３　　NS-E： 　　　　　［そう：　　　］　　　［なんだよ　　　］あの転校生

みたいな．

　　４　　NS-A： あほんと［：：：うん．　］　

　　５　　NS-E： 　　　　［とか＞たまに］いるじゃない

 です［かそう］いうのはちょっとやだけど＜：

　　６　　NS-A： 　　［うん　］

　　７　　NS-E： うん（．）すごく陰で悪口言われたりも［するけど：

　→８　　NS-A： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　［あ：あ：

　　９　　NS-E： でも：大丈夫°みたいな°．

　　１０　　NS-A： へ：：：：．

会話例４はジャージでコンビニに行くことについて話している場面であるが、

１でNS-Aが今では服装に気を使わなくなったか聞き、NS-Fが「使わない」と返

答した後、３で服に気を使わなくなったのは年を取ったからかと質問し、NS-F

は４で同意している。そして、NS-Aが「大学１年の時とかやっぱ恥ずかしかっ

たもんジャージで行くとか」と発話したところで、NS-Fは「あ：」とあいづち

を打っている。この場面では、その後にNS-Fが「それはあるかも」と発話し、

続けて、以前は「大学生はジャージでコンビニに行ってはいけないと思ってい

た」と主張していることから、「ジャージでコンビニに行くことが恥ずかしい」

ということはNS-Fにとって元々の知識がない状態での新情報の獲得ではなく、

５のNS-Aの発話について理解し、「あ：」と同調していると考えられる。また、

会話例５は転校後、快く受け入れてくれる人だけでなく、そうではない人もい

るということについて話している場面である。３で「なんだよあの転校生みた

いな」とNS-Eが転校先で快く受け入れてくれない人もいるということを話し、

その後、７で「陰で悪口言われたり」とどのような扱いをされるかについて具

体例を挙げ、そこでNS-Aは「あ：あ：」とあいづちを打っている。「学校など

で生徒が陰で悪口を言う」ことについて、NS-Aはまったく知識がなく、この場

面で初めて知ったということは考えにくい。そして、２でNS-AがNS-Eの「気に

入らないと思ってる子とかいる」という発話に対し、「それでもどこでもいる」

と述べていることからも、この場面においては「そういうこともある」とNS-A

がNS-Eの発話に対して「あ：あ：」と同調していると考えることができる。
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　このように、「あ」には、文脈、あるいは自らの経験・既有知識から話し手の

発話内容・意図を理解し、「わかる／わかった」という同調を示す機能もあるこ

とがわかる。

　以上、あいづちとして用いられる「あ」の機能として、「新情報の獲得」と

「同調」の２つを挙げた。これら２つの機能は、前述したとおり特徴は異なる

が、Heritage（１９８４）で提出されているchange-of-state token（知識・認識状態の

変化の表示：筆者訳責）という点では２つの機能は共通している。つまり、「新

情報の獲得」は情報（知識）がない状態からある状態への変化、「同調」は話し

手の発話内容・意図を理解していない状態から理解し、話し手の発話内容・意

図へ同調する状態への変化であると考えられ、新情報の獲得も同調もchange-

of-state token（知識・認識状態の変化の表示）という点では一致していること

がわかる。その点を考慮に入れて考えると、話し手の発話を受けて、聞き手が

発する「あ」は聞き手の内部でchange-of-state（知識／認識状態の変化）が起き

たことの標示であり、その機能として「新情報の獲得／同調」があると考えら

れる。

５．「あ」の特徴�付加機能�

　「あ」は単独では、「新情報の獲得／同調」の２つの機能であるが、「あーそう

ですね」「あなるほど」など「あ」と他の形式を組み合わせることによって「新

情報の獲得／同調」という機能に様々な機能を付加して、心的態度を表示する

ことができる。その例として５節では、「同意／気づき／了解・理解／驚き」の

４つの例を取り上げ、提示する。

会話例６：海外での語学研修についての話（NS-A／NS-C）

　　１　　NS-C： けっこう（．）えあ（．）外国とかにも行ったりするんですか？

　　２　　NS-A： う：んちょっとね［（．）　　］２ヶ月くらい前にちょっと行ってた［シドニー

　　３　　NS-C： 　　　　　　　　　［うん　　］　　　　　　　　　　　　　　　　［へ：

　　４　　NS-A： オリンピックに［ちょう］ど行ってた＝

　　５　　NS-C： 　　　　　　　［あ：　　］　　　　　　＝え何やってたんで

すか？ホームステイ？

　　６　　NS-A： ホームステイじゃないあの：－

　　７　　NS-C： ボランティア？

　　８　　NS-A： うううん（．）いや普通の語学学校行き［なが］ら：あの：

　　９　　NS-C： 　　　　　　　　　　　　　　　　　［あ：］
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　　１０　　NS-A： ドミトリーに［（．）に］住んでて［：で］

　　１１　　NS-C： 　　　　　　　［あ：　］　　　　　［へ：］

　　１２　　NS-A： もそうするとでもやっぱね

 周りが日本人ばっか［りなんだよ：

　→１３　　NS-C： 　　　　　　　　　［あ：そうですよね

　　１４　　NS-A： うん：ほんと日本人ばっかでなんか：

 　　　　　　　　　中略

　　１５　　NS-C： そあたしも：この（．）６月（．）と５月：に２週間だけ：（．）

ニュージーランドに行ってたんですよ

 ［（．）ホームステイでhh＝

　　１６　　NS-A： ［あ：　 　　　　　　　＝あほんと：

　　１７　　NS-C： うん学校さぼって［hhh

　　１８　　NS-A： 　　　　　　　　［hhhそれもなんかすごい［ねhh

　　１９　　NS-C： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［うんhhで（．）

でもそこでも（．）日本人（．）あたしが行ったときはすごい変

な時期だったから

 ［：日本人（．）がすごい＜少なくって＞よかったんです

　　２０　　NS-A： ［うん

　　２１　　NS-C： けどでも（．）友達とかみんなやっぱり夏休みに

 ［：カナダとか：

　　２２　　NS-A： ［う：ん

　　２３　　NS-C： う：ん（．）ニュう：んオーストラリアとか行って：日本人だ

らけって言ってました

会話例６はNS-Aが行った語学研修について話している場面である。NS-Cが外

国に行ったことがあるかNS-Aに聞き、NS-Aはシドニーオリンピックに行って

いたと返答し、その後、NS-Cが再度何をしていたか聞き、NS-Aは語学学校に通

いながらドミトリーに住んでいたと返答している。そして、NS-Aが１２で「周り

が日本人ばっかりなんだよ」と発話し、その発話に対して、NS-Cは「あ：そう

ですよね」とあいづちを打っている。この場面の後の発話でNS-C自身も海外に

語学研修に行った経験があり、２１、２３で語学研修で行く学校は日本人が多いと

いう情報については友人から聞いたと述べていることから、１３の「あ：そうで

すよね」はNS-Aの発話に同意していると解釈できる。
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会話例７：海外旅行についての話（NS-B／NS-C）

　　１　　NS-C： どこに行ったんですか？

　　２　　NS-B： え：っとね（．）ん：っと（．）大学生の間は：んとシンガポー

ルとか［：

　　３　　NS-C： 　　　［あ：

　　４　　NS-B： 台湾とか［：（．）］あとそうですね韓国も何回か行って［：

　　５　　NS-C： 　　　　［うん　］　　　　　　　　　　　　　　　　　［h

 何h回hかhh

　　６　　NS-B： そうなんですよ

 ［：結］構好きで［：う］ちからも（．）結構近くていき（．）

　　７　　NS-C： ［うん］　　　　　［あ：］

　　８　　NS-B： 行きやすいんですね＝

　　９　　NS-C： 　　　　　　　　　＝あっそうなんですか？

　　１０　　NS-B： う：ん

　　１１　　NS-C： ふ：［ん

　　１２　　NS-B： 　　［近い（．）というと（．）なんかあれです

 ［けど：まぁ］東京まで（．）行くの

　　１３　　NS-C： ［うんhh　　］

　　１４　　NS-B： と［（．）　　］おな（．）［同じかそ］れよりも短いくらいで行っちゃうんですよ

　→１５　　NS-C： 　［うん　　］　　　　［あそっか］

会話例７は今までに旅行に行ったことがある国について話している場面であ

る。NS-CがNS-Bに今までにどの国へ行ったことがあるか聞き、NS-Bはシンガ

ポール、台湾、韓国を挙げている。そして、５でNS-Cが「何回か」と反応した

ためNS-Bは話題を「韓国」に移し、韓国について結構好きで、近くて行きやす

いと述べているが、それに対してNS-Cは「あっそうなんですか？」と「近くて

行きやすい」ことについて確認を行っている。その後、NS-Bは例を挙げ、「東

京まで（．）行くのと（．）おな（．）同じ」と発話したところで、NS-Cが「あそっか」

とあいづちを打っている。NS-Cも海外旅行に何度か行っている話をこの場面

の後にしており、名古屋から韓国までの時間と東京までの時間は距離的観点か

らも大体同じであることを知っていたと推察できる。そのため、この場面では

NS-Bが韓国は近いという主張をし、「東京まで行くのと」と例を挙げた時点で

NS-Cは名古屋から韓国までの距離がさほど遠くないことに気づき、あいづち

を打っていると解釈でき、１５の「あそっか」は「気づき」の表示として機能し

ていると考えられる。　 



あいづちとして用いられる「あ」の機能 247

会話例８：大学を決めた理由についての話（NS-B／NS-D）

　　１　　NS-B： 家が近いからですか？な（．）［名古屋に＝

　　２　　NS-D： 　　　　　　　　　　　　［そ　　　＝そうですね：

　　３　　NS-B： ふ：［ん

　　４　　NS-D： 　　［まず農学部に行きたいなとは思ってて

 ［：（．）で（．）まあの：

　　５　　NS-B： ［ふ：ん

　　６　　NS-D： 農学部ってあんまり（．）数が（．）ないんですよ＜全国＞

 ［でも（．）はい

　　７　　NS-D： ［あ：そうですね：［そうですよね：ふ：ん＝

　　８　　NS-D： 　　　　　　　　　［で　　　　　　　　　＝でまぁたまた

まN大にあるし：［：と思って

　→９　　NS-B： 　　　　　　　　［あ（．）そっかそっか

会話例８はNS-Dが現在の大学を決めた理由について話している場面である。

１でNS-Bが「家が近いからですか？」と質問した後、NS-Dはそれに同意し、

４で農学部に行きたいと思っていたと別の理由を説明し始めている。そして、

農学部は全国にあまりないというNS-Dの発話にNS-Bは７で「あ：そうですね」

と同意し、その後、「たまたまN大にあるし：」とNS-Dが発話したところでNS-

Bは「あ（．）そっかそっか」とあいづちを打っている。この場面ではNS-BがNS-

Dに大学を決めた理由を質問しているため、理由を聞く側であり、その理由が

明らかになった場合は了解・理解（あるいは納得）の表示、わからない場合は

再度質問するなど、NS-Dに対して何らかの反応を返す義務が生じる。そして、

NS-Bが、大学が家から近いこと、農学部は全国であまり数がないことを発話

し、最後に「たまたまN大にあるし：」と発話されたところで理由が確定した

ため、９でNS-Bは「あ（．）そっかそっか」とあいづちを打ち、了解・理解した

と表示していると解釈できる。
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会話例９：将来やりたい研究についての話（NS-A／NS-D）

　　１　　NS-A： 学部は？＝

　　２　　NS-D： 　　　　＝学部農学部です．

　　３　　NS-A： 農学部？

　　４　　NS-D： はい

　　５　　NS-A： へ：んで将来的には何かこう：＝

　　６　　NS-D： 　　　　　　　　　　　　　　＝研究：者とか（．）そういう

のになり［た］いなぁと思ってます．＝

　　７　　NS-A： 　　　　［あ］　　　　　　　　　　　＝どういう研究する

の？

　　８　　NS-D： えっと：D（．）NAとか

 ［：hhそういう］なんか（．）植物の［（．）細かい

　→９　　NS-A： ［あほんと：：］　　　　　　　　［あほんと：

　　１０　　NS-D： とことか（．）＝

　　１１　　NS-A： 　　　　　　＝へ：も（．）やりもうやりたいことが決まって

るんだ

　　１２　　NS-D： そうですねそういうのをやりたい（．）なぁ

 ［と（．）思って］ます＝

　　１３　　NS-A： ［へ：：：　 　］　　＝すごいねぇ［なんか

　　１４　　NS-D： 　　　　　　　　　　　　　　　　［（h）そ（h）う（h）で（h）す

（h）か（h）

　　１５　　NS-A： だって

　　１６　　NS-D： え（．）やりたいこと決め（．）てなかったです

 ［か？大学の時＝

　　１７　　NS-A： ［あ　　　　　＝決めてたんだけど

 ［：hhそこまでなんていうのはっきりしてなく（　　）だっ

　　１８　　NS-D： ［はい

会話例９はNS-Dの将来やりたい研究についての話である。NS-Aが１でNS-Dの

学部、５で将来やりたいことを聞き、７ではどういう研究をするのか質問し、

NS-Dはそれに対して８で返答している。その返答の「DNAとか」「植物の」の

ところでNS-Aは「あほんと：」と２度繰り返している。この場面では１１で

「へ：も（．）やりもうやりたいことが決まってるんだ」、１３で「すごいねえなん

か」とNS-Aが発話していること、１７でNS-Aが大学１年生の時にNS-Dほどはっ

きり将来のことを決めていなかったと発話していること、そして、「あほん
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と：」と２度繰り返していることからも、NS-Dは大学１年生であるにも関わら

ず、すでにやりたいことが決まっていることにNS-Aは驚いており、「あ：ほん

と：」は「驚きの表示」として機能していると解釈できる。

　以上のように「あ」は他の複数の形式と結び付くことによって、様々な機能

を持つことがわかる。ここで挙げた例はわずか４例であるが、その他にも様々

な形式を付け加え、様々な機能を表明できると思われる。

　そして、上記の４つの会話例で「あ」に付随する他の形式を除き、単独で現

れると仮定した場合、会話例６、７は「同調」、会話例８、９は「新情報の獲

得」となり、同意、気づき、了解、驚きなどの機能として解釈をすることは難

しいことがわかる。これに関しては、会話例で出せなかったが、先行研究で挙

げられているその他の機能（発見／思い出し／興味／確認／承認）についても

同様のことが言えると思われる。つまり、先行研究で松田（１９８８）では「理解

したり思い出したこと（知識の共有）を伝える」ものとして「ア、ソウカソウ

カ↓」を挙げ、ザトラウスキー（１９９３）では「承認の表示」の「ああ、そうな

んだ」、「興味・確認の注目表示」の「あっ、ほんと？」を挙げているが、それ

らの機能は「あ」に「そうか／そうなんだ／ほんと？」が後続しているからこ

そ持つことができるのであり、「あ」の本質的な機能ではないと考える。会話例

６－９で見てきたように、聞き手が「あ」を単独で用いた場合、新情報の獲得、

同調を表す以上のことは難しく、必要に応じて「あ」にその他の形式を付加し、

話し手の発話に対してどのように考え、感じているか、心的態度を表明してい

ると思われる。

６．まとめと今後の課題

　本稿では会話の中であいづちとして用いられる「あ」の機能について考察を

行った。先行研究では「あ」の機能は細分化され、様々な機能がそれぞれ独立

した機能として挙げられていたが、「あ」の後に付随するその他の形式を除き、

会話例を基に再考すると、「あ」はchange-of-state token（知識・認識状態の変化

の表示）という話し手の発話を受けて、聞き手の知識・認識の状態が変化した

ことを表す標示であると考えられ、その基本的な機能としては「新情報の獲得

／同調」の２つにまとめることができる。そして、「あ」に他の形式を付随させ

ることによって、様々な機能を付加し、話し手の発話に対する聞き手の考えや

認識などの心的態度を表明できることを本稿では提示した。以上の「あ」につ

いてまとめると、以下の図１のようになると思われる。　 
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【　図１　あいづちとして用いられる「あ」の機能と付加機能　】

付加機能については、必ずしも例で挙げている形式が１つの機能を示すという

わけではない。例えば、「あーそうですかー」と聞き手が話し手の発話を受けて

発話した場合、「了解」を表す場合もあれば、「興味・関心」を表す場合もある

と考える。前後の文脈や話し手との相互行為によって、聞き手はその場その場

で形式を選択し、様々な付加機能を表明していると考える。

　今後の課題としては、「うん／はい／ええ」や「ふーん／へー」などの他の形

式のあいづちの機能を明らかにし、それらの使用の差異を明らかにすることが

挙げられる。あいづち研究では、あいづちという行為にどのような機能がある

かということが中心に分析されており、あいづちの個々の形式がそれぞれどの

ような機能を持っており、どう異なるかについてはほとんど明らかになってい

ない。日本語学習者のあいづちの使用や、学習者へのあいづち教育の実施と効

果に関する研究は数多く報告されているが、その根本となる個々のあいづちの

形式の機能・使用実態を明らかにすることは急務であると考える。

注

１． 森山（１９８９：８１）では「未知の情報であっても一種共感的に導入されるも

の」で、「予測可能な新情報導入である」としている。

　　　例：あ、雨が降っているよ。→ああ。（予報などで予測：＝ソウカ／≠

アッ）

２． 冨樫（２００１）では談話標識をSchiffrin（１９８７）などで挙げられている談話

上で文脈と結びつくことによって様々な機能を果たすdiscourse markerとし

てではなく、「心内での情報処理を示す」ものとして捉えている。

３． 定延・田窪（１９９５）では「様々な情報を貯蔵し、また必要に応じて情報の

検索や計算を行うための心的作業領域」と定義しており、冨樫（２００１，２００２

付加機能
了解／承認（例：そうですか　など）
納得（例：なるほど　など）
同意（例：そうですね　など）
興味（例：へー　など）
驚き（例：本当に　など）
気づき（例：そっか　など）…

「あ」の機能
change-of-state token
（知識・認識状態の変化の表示）
　　　　　・新情報の獲得　　　＋
　　　　　・同調
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ｂ）では「情報の逐次的な処理を行う作業領域（冨樫２００１：２４）」、「話題と

なっている情報、あるいは前提となっている情報が存在する／活性化した

情報が格納される（冨樫２００２ｂ：１０３）」所と説明している。

４． Heritage（１９８４）では英語のohをchange-of-state tokenと捉え、「the particle is 

used to propose that its producer has undergone some kind of change in his or her 

locally current state knowledge, information, orientation or awareness」と述べて

おり、西阪（１９９７）ではchange-of-state tokenを「状態変化標徴／知識状態

変化の標識」と訳している。

５． Clancy et al.（１９９６）では、聞き手が発話権を取得する際に発する短いあい

づち的な発話を「再開的な型（resumptive opener）」と聞き手の反応（reactive 

tokens）の１つとして認定している。

６． 小宮（１９８６）では「はい／えー／ん」などの感声的で概念を示さない表現

を「感声的表現」としてまとめ、ハ系、エ系、ア系、ン系、その他に分け

ている。例えば、「あ」「あー」「あーあーあー」などの「あ」を含む表現は

ア系に入る。

トランスクリプトの記号

会話資料中に使われている記号については、会話分析の分野で使われているト

ランスクリプトの記号を用いて表記した。本稿で用いた記号を以下に記す。 

 ］ …　発話の重なりの終結 ［ …　発話の重なりの開始

 ＝ …　言葉と言葉、発話と発話が途切
れていない部分

 （．） …　０．２秒未満の間隙
 （数字） …　数値の秒数の間隙

 ： …　音の引き伸ばし　 ゚ ゜ …　発話音量の低下

 ？ …　上昇調の抑揚 h …　呼気音（笑いも含む）

 ． …　下降調の抑揚 .h …　吸気音（笑いも含む）

 ， …　継続を示す抑揚 ＞　＜ …　発話速度上昇

 ↑↓ …　急激な音調の上下 ＜　＞ …　発話速度減少

 （　） …　聞き取り不可能 ＿ …　大きな音、または強調部分

 （（　）） …　注記 － …　直前の語や発話の中断
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